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“天然ミネラル”を循環させる健康湯

◇四天王寺インターナショナル◇

兵庫県南部地震（阪神⼤震災）から四⼗⽇余りが経ったが、被災地ではまだ、約⼆⼗万⼈の被災者が、避難所で
の不⾃由な⽣活を強いられている。
 聖徳太⼦創建の寺・和宗総本⼭四天王寺の四天王寺インターナショナル（理事⻑＝森⽥禅朗執事⻑、⼤阪市天王
寺区四天王寺）では、⼊浴ができない被災者のために⼊浴救援活動を続けている。去る⼗⼋⽇から被災地の⻄宮
市、神⼾市東灘区などでは、電気は復旧したがまだ⽔道、ガスの供給が⽌まったままである。
 このユニークな救援活動は、同インターナショナルで取り扱っている天然ミネラル循環温浴器「救世の湯」を浴
槽に取り付け、⽔はポリタンクで運んで浴槽を満たす。あとは電気で適温に保ち、お湯は専⽤の浄化液で浄化、濾
過して循環するためにお湯を⼊れ換える必要がなく、何⼈でも何回でも⼊浴ができる。このために全壊を免れ、浴
場が使える被災家庭で⼤変喜ばれているという。
 被災地では電気・ガス・⽔道のライフラインの復旧が進んでいるとはいえ、まだガスの供給が⽌まっている地域
は宝塚、⻄宮、芦屋、神⼾の各市で四⼗五万⼋千七百⼾（⼆⼗三⽇現在）に及んでいる。特に神⼾市の東灘、灘、
兵庫、⻑⽥区は復旧作業が進まず、復旧率は⼀割前後にしか達していない。⼀⽅、⽔道も神⼾市でまだ九万⼋千三
百⼾（⼆⼗三⽇現在）で断⽔が続いている。
 学校や公園などの避難所で⽣活している被災者の声も「⼀番困っているのが“⾵呂”です｣｡避難所では⾃衛隊のテ
ント⾵呂が喜ばれているほか、神⼾市ではプールを仮設浴場として開放したり、⽣涯教育センターの浴場で⼊浴
サービスをするなど様々な⼯夫がなされている。しかし、⼈数が多く⼊浴時間は⼀⼈につき三⼗分程度、⼊れる
⽇・時などの制限もあって、ゆったりと⾵呂に⼊ったという気分はもう⼀つ。
 こうした被災地の状況から四天王寺インターナショナルでは､｢救世の湯」⼊浴装置百台をガスが供給されるまで
の期間、無料で取り付け貸し出しする救援活動に取り組んだ。無料貸し出しが新聞に報道されると、その⽇のうち
に百台を超える申し込みが殺到、申し込みを締め切った後でも「⾃分で取り付けるから⼊浴装置を貸してほしい｣
｢買い取るから頒けてくれ」などといった被災者の切実な声の電話が続いた。
 これに応えるためさらに百台を追加し、⼆百台の⼊浴装置を使って、現在では神⼾市東灘地区から技術者四⼈が
⼆班に分かれて⼀⽇⼋台の割合で取り付け作業を⾏なっている。
 ⼊浴装置の「天然ミネラル循環温浴器『救世の湯』」とはいったいどんな装置なのか、同インターナショナルに
聞いた。
 和宗・総本⼭四天王寺では⼀昨年､｢聖徳太⼦四天王寺建⽴⼀千四百年」を迎えた。これを記念して、太⼦が⺠衆
を苦しみと厄難から救うために四箇院を建⽴するなど、来世での救済だけでなく、現世での⼼⾝の悩みや苦しみを
救っていくことに⼒を注いだ“救世の精神”を⽣かすべく、環境汚染、⽣命の源泉であるミネラルの危機が叫ばれて
いる現代、天然ミネラルを提供する事業に着⼿して天然ミネラルをバランスよく含んだ「救世（ぐぜ）の⽔｣｢救世
の塩」などの頒布を⾏なっている。
 「救世の場」⼊浴装置もその⼀つ。浴槽に張った⽔に「救世の湯」専⽤⽔質浄化液・「ミネックス３｣(商品名）
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を溶解するだけで、あとは⼊浴装置（図解参照）が⾃動的にお湯を循環させながら適温に保ってくれる。この⽔質
浄化液「ミネックス３」には、天然の鉱⽯（マグネシウムクロライト）に含有されているミネラル成分を摘出した
⽣体に必要な“必須ミネラル”が豊富に⼊っており、その「制菌効果」で⼤腸菌群などの制菌作⽤がある。
 また「有機物分解効果」によってお湯にとけ込んだ汚れた成分（有機物）を分解して凝縮させ、⽼廃物や脂肪、
アンモニアなどの⽬に⾒えない汚れは浄化槽のバイオセラミックスで吸着する。髪の⽑などの⼤きな汚れは⼀次
フィルターで除去する。
 そのためお湯を常に清潔に保ち、何回⼊浴してもお湯はきれいなままである。⼀度⼊れたお湯は六ヵ⽉以上も交
換する必要がない。
 また､｢ミネックス３」には、⽇本の名泉といわれる美ヶ原⾼原、草津温泉、⾚倉温泉、妙⾼温泉の泉質と同じ⽔
素・炭素・硫⻩・塩素・ナトリウム・カリウム・マグネシウム・カルシウムなどの元素をすべて含み、さらに⼗七
種のミネラル元素を含有しており、家庭で⼿軽に温泉効果が楽しめる。
 同インターナショナルでは姉妹品として、⽔道⽔から⼿軽にミネラルウォーターがつくれるホームユニット浄化
活⽔器「救世の⽔」も発売している。
 問い合わせはフリーダイヤル〇⼀⼆〇＝⼆⼆＝五⼆〇三番まで。

(c) 1995中外⽇報社(デジタル化︓神⼾⼤学附属図書館)
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兵庫県南部地震

同窓のよしみ

仏眼厚⽣学校

 仏眼厚⽣学校では兵庫県南部地震が起きてから約⼆週間は、阪神地⽅に住居をもつ在校⽣や同窓の⽅々に安否を
問う電話をかけ続けた。しかし、現地から学校へ電話が⼊ってくる以外は、めったに通じなかった。そのうち電話
が通じたり、⼈伝えの情報で漸く少しずつ被災状況が分かってきた。嬉しいことに死亡あるいはひどい負傷をした
⼈はなかったようである。以下、同窓の⽅々で判明している範囲の情報をお伝えする。

家具類は倒壊従来通り治療

前⽥ 増蔵

（平成元年度選科卒）

 ⻄宮市でも北の⽅だったことで、被害は少なかった。家の中の家具類がみなひっくり返ったというような状態で
した。家族も⼤丈夫です。治療所は⾃宅と別にしており、そちらも被害は少なかったので、治療活動は従来通りに
続けております。

余震警戒して夜は避難所で

久保⽥美沙⼦

（平成五年度本科卒）

 最も被害の⼤きかった神⼾市東灘区の⼀画なので、家屋は半壊状態。昼間は家でも⽣活できますが、夜は余震を
警戒して近くの避難所へ⾏き、そちらで寝起きしています。けがをすることもなかったので、まだしも好運の⽅だ
と思っております。

壁に⻲裂だけ家族みな無事

花岡 博⼦

（昭和六⼗年度選科卒）

 家は、壁に⻲裂が⼊った程度なので、被害は⾮常に軽少に終わり、本当に有り難いことでした。家族⼀同無事で
す。ご安⼼願います。



 ×  ×  ×

 ＊なお「阪神⼤震災」で被災をされた同窓の⽅について情報をおもちの⽅は、仏眼厚⽣学校事務局へご連絡くだ
さい。

テント⽣活で出張治療継続

⽯⽥ 勲

（昭和六⼗年度選科卒）

 ⾃宅が半壊してしまい、住めなくなってしまった。ガレージにしていた⼟地にテントを張り、その中で暮らして
いる。電気も⽔も来たので⽣活はなんとかやっていける。⾷物も、いろいろと⾒舞品など頂いており、極端に困っ
ているということはない。
 こんな状態の中でも、マッサージ・指圧の治療を望む声はあり、仕事は出張治療という形で続けております。

知⼈宅へ避難仕事は⼤阪で

⽯⽥ 達也

（平成五年度本科卒）

 居住していたマンションが被災したが、幸い倒壊するほどではなかった。しかし、⾃室が⽬茶苦茶になったので
住むこともできず、知⼈の家へ避難して、震災後の⽣活を始めた。もう⼀つ有り難いことに、開業の治療所は⼤阪
の⽅に持っていたので、仕事は今まで通りやれる。今度の地震で⼈⽣観が⼀変した、というのが正直な感想であ
る。

家屋の損壊程度は軽少

原⽥ 宗次

（昭和六⼗年度選科卒）

 有り難いことに地震のスジから外れていたらしく、家屋にひどい損壊は受けなかった。家族も皆無事であり、ご
安⼼願います。

(c) 1995中外⽇報社(デジタル化︓神⼾⼤学附属図書館)
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